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創立10周 年 にあたって

井 島 勉

10年 あま り前に、私 は一っの相談 を受 けた。関西の諸大学のデザイン関係の

教官や一部のデザイナーの方々が、美学会に入会 したいが、 ということであっ

た。この犬たちは、デザインのす ぐれた作家でもあったが、手 をたずさえてデ

ザインに関す る理論的研究を推進 したいという希望である。私は、美学会にお

迎 えすることはたやす いが、それよりも皆 さんで独 自の学会 を組織 なさる方が

直接の勉強になるのではないかと答えた。これが導火線となってやがて関西意

匠学会が生まれ、昭和34年11月7日 、京都の成安女子短大講堂で第1回 大会が

開かれた。参会 した会員は200名 ばか り、今は亡 き重成基氏が委員長に選ばれ、

私がまとめ役 としての会長 を仰せっかった。

それ以来10年 。 しだいに会員も増加 し、学会は順調に育った。初めは京都教

育大学1こ事務局が置かれ、後には京都工芸繊維 大学に移 されて現在に至 ってい

る。事務局の幹事諸君のお骨折 りは並々ならぬものであった。

会員には、教職 に就 いている人ばか りでなく、産業機関に所属するデザ ィナ

ーやフリーのデザイナーも少なくない
。教職人 といえども大部分がデザイン活

動を営んでお られ る人か一部の美学者である。 しか しこの学会は、たんにデザ

イナーの情報交換や利益擁護のための組織ではない。む しろこの学会の会員と

しての姿勢は㍉デザインに関する各種の理論的研究 という大目標につなが って

いる。 しかもその理論は、ときには哲学 と科学に通 じ、ときには実技 をふまえ、
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ときには歴史を洞察す る多様 な知識 を包括す るものである。そして、あらゆる

デザイン活動は、自覚的にせよ無自覚的にせ よ、そのような理論的見識に支 え

られて進展す る性格 をもっている。けだしデザインの分野は、造形芸術の他の

分野 とちがって、美意識の近代的解放に基づき、近代の生活 と産業の科学との

密接な関連 において開花 したものであるから、必然的に、それの実践 と理論と

の問にも、他の芸術分野には見 られない独 自の関係 をひそめていることを見の

がせない。理論的研究 を目ざす意匠学会が、多 くのデザイン実践家 を中枢 とし

て組織 されたことは、決 して偶然ではない。この学会の機関誌は、「デザイン理

論」 と銘 うって、年と共に巻 を重ねて きた。画家による絵画学会、彫刻家によ

る彫刻学会というようなものとちがって、デザイナーによる意匠学会の使命は、

ユニークであり重大であると思われる。そして、デザイ ンや美術に関心を寄せ

る美学者やデザイン学者 ・工学者 ・化学者 ・産業人などの参加協力は、その使

命の達成のために必要であ り、重要な役割を演 じるものというべ きであろう。

もとよ りデザインに含まれる領域、換言すればデザイン活動がおこなわれる

場所、は多岐である。 ヴィジュアル ・商業 ・工業 ・建築 ・被服等々、のみなら

ず現代美術の動 向には、多分にデザイン的思考と方法の要素を帯びていること

も否めない。これらの諸領域は、事実上それぞれ固有の理論的究明の問題点 を

有するものであると同時に、原理的には、デザインの名においてそれ らのすべ

てを貫ぬく共通 の問題点を共有するものでもある。そればか りでなく、それ ら

は各 々独自の課題と領域を確保 しながら、同一の生活空間の中に互いに絡みあ

い、歴史的にも社会的にも、更に美意識的にも、有機的な関連においてある。

従 って、意匠学会が所期の効果を高めるためには、いわば総合的に、各種領域

に関す る研究発表を対置 した り、各種領域に通 じる普遍的な研究発表を試みる

大会や例会の方式のほかに、領域毎の分科会的活動 をさかんにす ることが望ま

しい。現に関西意匠学会は、年一回の大会、年数回の例会や見学会のほかに、

領域別の部会を設 けてそれぞれ単独の研究活動 に励む計画を立て、すでに着々
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と実施 して きた。 この方 式は今後 ます ます拡充 され てい くことが期待 され るの

であ る。

以上 の よ うな経過 をた どって、 われ われ の学 会 はこの10年 を歩 んだ。生 まれ

るべ く して生 まれ、育 っべ くして育 ち、順 調に成長 して基礎 は十分 に確 立 され

たけれ ども、質 的 に も量 的に も、一段 と飛躍 的 に発展 すべ き段 階 を迎 えて い る

とい える。会員 一同 の研究 成果の進展 は もとよ りであ るが、 この意 義深 い学会

活動 の恩 恵 が、一人 で も多 くの デザ イ ン関係 者 に向 って浸透 してい くこ とが望

まれ るので あ る。幸 いに この学会 は、きわめて開放的 な精 神 で運営 されて いる。

特定 の資格 制限 を設 け ることな く、 ひろ く門戸 を開いて、 デザ イナー ・理論家

教育 者 ・産業人 ・学生 な ど、 デザ イ ンに心 を寄 せ るあ らゆ る同志 の入会 を歓迎

してい る。人 間の美意識 を前提 と しないデザイ ン行為 は あ り得 ず、 デザ イ ン的

考慮 を伴 なわぬ近代産 業は あ り得 ない。 われ われ はこの学会の学 会的事業 の発

展 が、やがて この国 の文化 と産業の進展 に寄与 す るところ多大 で あるこ とを確

信す るもので あ る。

一4'一


